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結
婚
式
予
約
状
況
に
つ
い
て

お
盆
参
り
の
御
案
内

御
門
徒
各
位
へ
は
、
今
年
の
お
盆
参
り

（
各
家
庭
の
お
内
仏
で
の
お
参
り
）
の
御
案

内
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。
同
封
の
ハ
ガ
キ

に
希
望
日
程
を
ご
記
入
の
上
、
ご
返
送
く
だ

さ
い
。

十
三
日
午
前
は
当
院
本
堂
で
お
盆
の
法
要

の
為
、
お
参
り
で
き
ま
せ
ん
（
各
種
申
経
も

受
付
で
き
ま
せ
ん
）
の
で
、
十
三
日
は
是
非

ご
家
族
で
本
堂
に
御
参
詣
く
だ
さ
い
。

七
月
以
降
か
ら
結
婚
式
を
執
行
可
能
の
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
程
の
仮
押
さ
え
な
ど
の
お
問

合
せ
も
順
次
入
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
岡
崎
別
院
で

の
挙
式
を
ご
検
討
の
方
は
、
別
院
ま
で
お
問
合
せ
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

七
月
二
十
九
日

某
氏

九
月
二
十
九
日

某
氏

十
月
五
日

某
氏

十
一
月
三
十
日

某
氏
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整
備
事
業
に
伴
い
中
止
し
て
お
り
ま
し
た
法
座
、
法
要

を
、
四
月
よ
り
再
開
し
て
お
り
ま
す
。
左
記
の
如
く
執
り

行
い
ま
す
の
で
、
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
御
参
詣
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

七
月
六
日
（
土
）
十
時
三
十
分
～

仏
具
お
み
が
き

七
月
十
三
日
（
土
）
十
時
～

三
日
講
「
味
読
正
信
偈
」

七
月
二
十
五
日
（
木
）
六
時
四
十
五
分
～

暁
天
講
座
（
朝
の
法
話
）

講
師

畠
中

光
享
師

七
月
二
十
六
日
（
金
）

六
時
四
十
五
分
～

暁
天
講
座
（
朝
の
法
話
）

講
師

近
松

誉
師

七
月
二
十
七
日
（
土
）
六
時
四
十
五
分
～

暁
天
講
座
（
朝
の
法
話
）

講
師

三
木

彰
円
師

八
月
十
三
日
（
火
）
十
時
～

盂
蘭
盆
会
（
お
盆
の
法
要
）

講
師

宮
部

渡
師

八
月
二
十
三
日
（
金
）
十
時
～

三
日
講
「
蓮
如
上
人
を
訪
ね
て
」

九
月
十
三
日
（
金
）
十
時
～

三
日
講
「
味
読
正
信
偈
」

九
月
二
十
三
日
（
月
）
十
時
～

秋
季
彼
岸
会
（
秋
の
お
彼
岸
）

講
師

小
松

肇
師

有
縁
の
皆
様
へ

各
種
行
事
の
御
案
内

御
同
朋
・
御
同
行
な
る
関
係
性

に
生
き
る

今
年
、
五
月
二
二
日
の
京
都
新
聞
の
朝
刊
の
凡
語
に｢

鰥(

か
ん)

寡(

か)

孤
独(

こ
ど
く)｣

と
い
う
言
葉
を
教
え
ら
れ
た
。
鰥
は
妻
を
亡
く
し
た
男
、

寡
は
夫
を
亡
く
し
た
女
、
孤
は
親
の
な
い
子
、
独
は
子
の
い
な
い
老
人
。

い
ず
れ
も
身
寄
り
の
無
い
人
で
、
中
国
の
思
想
家
孟
子
の
言
葉
に
由
来
す

る
と
あ
っ
た
。

仏
教
で
は
、
『
仏
説
無
量
寿
経
巻
下
』
（
真
宗
聖
典
五
九
～
六
〇
頁
）

に
「
人
、
世
間
の
愛
欲
の
中
に
あ
り
て
、
独(

ひ
と)

り
生
じ
独
り
死
し
独
り

去
り
独
り
来(

き
た)

り
て
、
行(

ぎ
ょ
う)

に
当(

あ
た)

り
苦
楽(

く
ら
く)

の
地

に
至
り
趣(

お
も
む)

く
。
身
、
自(

み
ず
か)

ら
こ
れ
を
当(

う)

く
る
に
、
有

(

た
れ)

も
代(

か)

わ
る
者
な
し
」
と
教
え
ら
れ
て
い
る
。

現
実
に
私
と
い
う
存
在
は
他
に
な
く
、
代
わ
れ
る
こ
と
も
出
来
な
い
。

ま
た
、
生
ま
れ
る
の
も
一
人
、
死
ぬ
の
も
一
人
、
何
事
も
生
き
て
い
く
上

で
の
、
岐
路
も
他
の
人
に
相
談
や
助
言
や
協
力
を
得
れ
て
も
最
後
は
私
ひ

と
り
の
決
断
で
あ
る
。

だ
が
、
人
間
の
必
定
で
あ
る
ひ
と
り
と
言
う
こ
と
を
本
当
に
頷
け
た
人

の
み
が
、
人
と
の
縁
を
大
事
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
互
い
に
喧
嘩
を
し
た
り
、
助
け
合
っ
た
り
、
貶(

け
な)

し
合
っ
た
り
、

褒
め
合
っ
た
り
、
そ
の
場
そ
の
場
の
自
分
の
心
境
や
立
場
で
疎(

う
と)

ま
し

か
っ
た
り
、
愛(

い
と)

お
し
か
っ
た
り
、
し
な
が
ら
常
に
誰
か
と
関
係
性

も
っ
て
生
き
て
い
る
の
が
私
の
生
き
て
い
る
日
常
で
あ
る
。

「
孤
独
と
い
う
の
は
、
独
り
ぼ
っ
ち
で
周
り
に
人
が
い
な

い
の
で
は
な
い
、
周
り
に
人
が
た
く
さ
ん
い
る
中
で
人
は
本

当
の
孤
独
を
味
わ
う
」
と
、
あ
る
師
か
ら
聞
か
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
。

大
勢
の
人
と
の
出
遇
い
の
事
実
の
真
只
中
に
い
な
が
ら
、

出
遇
い
を
尽
く
せ
て
い
な
い
私
の
事
実
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

親
子
、
夫
婦
、
兄
弟
、
友
人
、
同
僚
な
ど
色
々
な
関
係
性
の

な
か
で
、
「
こ
の
人
は
こ
の
よ
う
な
人
だ
」
と
決
め
つ
け
て
、

他
人
と
本
当
の
意
味
で
出
遇
え
ず
、
自
分
の
思
い
や
都
合
の

な
か
で
し
か
生
き
ら
れ
て
な
い
事
実
が
あ
る
。

今
回
、
当
院
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
到
底
、
美
辞(

び

じ)

麗
句(

れ
い
く)

で
は
済
ま
さ
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ

た
。
多
く
の
方
々
と
の
折
衝
の
中
で
、
お
互
い
に
損
得
勘
定

の
立
場
で
鍔
迫
（
つ
ば
ぜ
）
り
合
い
や
口
論
、
押
し
問
答
の

繰
り
返
し
、
人
間
と
し
て
互
い
に
醜
さ
を
露
呈
し
て
の
悪
戦

苦
闘
の
日
々
の
末
、
今
漸(

よ
う
や)

く
に
し
て
、
竣
工
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
仏
法
は
、
静
寂
の
中
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
の
で
は
な
い
。

雑
踏
の
中
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
」
と
は
、
あ
る
師
の
御
言
葉

で
あ
る
が
、
醜
さ
を
曝
け
出
さ
ず
に
は
お
れ
な
い
状
況
の
中

か
ら
、
「
そ
ん
な
お
前
だ
！
そ
れ
が
お
前
の
事
実
だ
！
」
と
、

私
に
自
分
を
映
し
出
す
関
係
性
か
ら
教
え
ら
れ
る
。
そ
の
関

係
性
を
宗
祖
は
「
御
同
朋
・
御
同
行
」
と
御
教
え
下
さ
っ
て

い
る
と
私
自
身
、
頂
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

どなたでも
お参りくだ
さい
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二
〇
二
五
年

四
月
二
六
日

午
後
二
時
～

岡
崎
別
院

落
慶
法
要

厳
修

御
門
首
御
親
修

法
話

真
城
義
麿
師

当
院
に
て
南
米
開
教
師
研
修

六
月
七
日
よ
り
十
四
日
ま

で
、
南
米
開
教
師
研
修
が
当

院
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

約
一
週
間
の
研
修
で
し
た

が
、
毎
日
の
晨
朝
勤
行
や
日

頃
の
仏
事
・
御
荘
厳
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

盂
蘭
盆
会
・
彼
岸
会
法
要
に
つ
い
て

前
年
ま
で
は
内
勤
め
（
職
員
の
み
に
よ
る

勤
行
）
や
規
模
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
通
常
通
り
の

盂
蘭
盆
会
・
秋
季
彼
岸
会
法
要
を
再
開
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
勤
め
の
後
に
は
、
御
法
話
が
あ
り
ま
す
。

大
阪
教
区
現
代
法
話
研
究
会
「
獅
子
吼
の

会
」
の
先
生
に
御
法
話
を
い
た
だ
く
予
定
で

す
。ど

な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

お
盆
・
お
彼
岸
を
大
切
な
法
縁
と
し
て
、
是

非
ご
家
族
や
ご
友
人
と
ご
一
緒
に
お
参
り
く

だ
さ
い
。

中村 朋大氏
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法
要

報
告

三
月
二
十
三
日
に
当
院
の
春
季
彼
岸
会
並
び

に
永
代
経
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

勤
行
の
後
、
獅
子
吼
の
会
よ
り
山
雄
竜
麿
師
に

「
西
へ
向
か
わ
ん
」
を
講
題
に
御
法
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

春
季
彼
岸
会

永
代
経
法
要

有
縁
の
方
々
と
共
に

彼
岸
前
の
仏
具
み
が
き

お
彼
岸
を
お
迎
え
す
る
に
あ
た
り
、
三
月
九

日
に
仏
具
磨
き
を
行
い
ま
し
た
。
お
磨
き
後
は

参
加
者
と
職
員
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

お
寺
で
は
各
季
節
の
法
要
前
に
、
御
門
徒
三

日
講
員
を
は
じ
め
、
縁
の
あ
る
方
々
と
一
緒
に

仏
具
磨
き
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
当
日
は
、
参

加
者
同
士
世
間
話
を
し
な
が
ら
、
作
業
を
分
担

し
て
仏
具
の
お
磨
き
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
普
段
お
飾
り
さ
れ
て
い
る
仏
具
を
間

近
で
触
れ
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ま
で
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

五
月
二
十
九
日

竣
工
式

円
成

五
月
二
十
九
日
に
、
当
院
の
整
備

事
業
完
了
に
伴
い
竣
工
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
竣
工
式
に
は
当
院
役

員
、
御
門
徒
三
日
講
員
を
始
め
、
整

備
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
施

工
業
者
各
位
を
含
む
約
九
十
名
の
有

縁
の
方
々
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
竣
工
式
後
に
御
門
徒
三

日
講
の
出
席
者
方
に
は
、
当
院
の
新

し
く
な
っ
た
庫
裏
・
会
館
棟
を
見
学

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
ま
た
各
所
で
お
手
伝
い
を
し

て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
落
慶
法
要
に
向
け
た
法
要

員
会
が
設
立
さ
れ
、
本
整
備
の
締
め

く
く
り
と
し
て
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
に
は
御
理

解
と
御
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
写
真

加
藤
正
人
氏
撮
影
）

二
〇
二
四
年
度

暁
天
講
座
（朝
の
法
話
）の
御
案
内

直
近
二
年
間
は
、
当
院

の
整
備
事
業
に
伴
い
止
む

な
く
中
止
と
し
て
お
り
ま

し
た
、
暁
天
講
座
（
朝
の

法
話
）
を
、
今
年
度
よ
り

再
開
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。こ

れ
ま
で
と
同
様
に
、

七
月
の
二
十
五
日
か
ら
の

三
日
間
、
早
朝
か
ら
各
講

師
に
御
法
話
を
い
た
だ
き

ま
す
。

ど
う
ぞ
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
ご
聴
聞
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

七
月
二
十
五
日
（
木
）

講
師

畠
中

光
享
師
（
真
宗
大
谷
派
僧
侶
・
日
本
画
家
）

講
題

「
仏
教
の
根
本
と
は
」

七
月
二
十
六
日
（
金
）

講
師

近
松

誉
師
（
東
本
願
寺
本
廟
部
）

講
題

「
真
宗
の
儀
式
が
語
り
か
け
る
も
の
」

七
月
二
十
七
日
（
土
）

講
師

三
木

彰
円
師
（
大
谷
大
学
教
授
）

講
題

「
帰
命
の
こ
こ
ろ—

宗
祖
の
お
言
葉
を
通
し
て—

」

御
寄
付
御
礼

披
露

こ
の
度
の
岡
崎
別
院
総
合
整
備
事
業
に
際
し
ま
し
て
、
現
在
、
左
記
の
如
く
貴
重
な

御
懇
志
を
賜
り
ま
し
た
。

紙
面
を
お
借
り
し
て
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
こ
こ
に
御
進
納
者

様
方
を
ご
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
有
縁
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
ご
理
解
、
ご

支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寺
院
様

岡
崎
別
院
奉
賛
会
様

庭
園
池
浄
水
設
備
一
式

本
堂
・
山
門
幕
一
式

山
城
第
一
組

常
念
寺
前
住
職

柏
樹
正
様

土
香
炉
二
基

山
城
第
二
組

唯
明
寺

亀
田

晃
巖
様

壱
佰
萬
円

山
城
第
二
組

圓
重
寺

小
山

洋
様

壱
佰
萬
円

山
城
第
二
組

澄
江
寺

菅
原

信
顕
様

壱
佰
萬
円

山
城
第
二
組

専
光
寺

中
川

専
精
様

壱
佰
萬
円

山
城
第
二
組

徳
圓
寺

細
川

成
之
様

壱
佰
萬
円

山
城
第
一
組

新
道
寺

磯
野

淳
様

壱
佰
萬
円

山
城
第
一
組

正
林
寺

大
橋

法
子
様

壱
佰
萬
円

某
氏

壱
拾
萬
円

某
氏

壱
拾
萬
円

山
城
第
二
組

了
信
寺
様

各
日

午
前
六
時
四
十
五
分
～

ど
な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す

→

山
城
第
一
組
常
念
寺
前
住
職
・
白
道
舎

柏
樹
正
様
よ

り
、
土
香
炉
を
二
基
寄
進
い
た
だ
き
ま
し
た
。
欣
古
堂
写
し

の
土
香
炉
と
本
願
寺
の
定
紋
が
入
っ
た
土
香
炉
で
大
変
貴
重

な
仏
具
で
す
。
平
生
用
、
法
要
用
と
し
て
、
お
内
陣
に
御
荘

厳
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

併
せ
て
、
暁
天
講
座

前
仏
具
み
が
き
を
七

月
六
日
に
行
い
ま
す
。

皆
様
と
共
々
に
、
お
磨

き
さ
れ
た
仏
具
で
暁
天

講
座
を
お
迎
え
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

以前の法座当日の本堂

↑ベテランの方から、高校生の方まで、様々な方に参加いただきました ↑獅子吼の会 山雄竜麿師」

↓

満
堂
の
中
の
勤
行

↓

輪
番
の
挨
拶

↓

当
日
の
本
堂
の
風
景

御
門
徒
三
日
講
員
等
関
係
者
様

上
島
三
代
子
様

壱
佰
萬
円

法
名

釈
由
蓮

伍
拾
萬
円

某
氏

参
拾
萬
円

狩
野
耕
様

壱
佰
萬
円

池
田

尚
史
様

岡
本

修
様

北
海
道
第
十
六
組
昭
法
寺

伊
藤

考
順
様

旭
川
市

塚
本

信
樹
様

田
原
榮
子
様

某
氏

次
は
７
月
６
日
で
す
。

是
非
新
し
い
方
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
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